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編 集 後 記
制御系設計において，制御対象のモデルに基づくアプ
ローチが合理的である一方で，実用上のさまざまな理由で
モデル化が難しい状況では，データを直接用いて制御器を
設計・更新する方法も有益な活路になってきています．こ
のようなアプローチはデータ駆動制御と称され，さまざま
な分野におけるニーズを反映して，理論と応用の双方の観
点から大きく発展してきている状況です．
一方で，Data-informativity をはじめとして，データを
直接用いて制御系を設計しようとする研究も 2018 年ころ
より欧州を中心に活発に行われ始めました．また，国内で
も多様な観点からのデータ駆動制御理論の新たな潮流がい
くつか現れ始めています．これら，データがもつ動特性の
情報をモデルに圧縮することなく直接扱うことで制御系設
計に活かそうとする方向は，制御理論にとっても新たな視
点をもたらすものと期待できると考えています．
本特集号は，これらデータ駆動制御のアプローチの新し
い潮流について理論と応用の双方の観点から最新の研究動

向を提供することが，本学会が対象とする分野に属する読
者や関係者の皆様にとって有意義であると考え，企画され
たものです．本特集号が読者の皆様の何かの新しいことを
始める，調べる，勉強する，研究する，といったきっかけ
になれば幸いです．
なお，タイトルで「データ駆動…」とせずに「データで
駆動する…」としたのは，機械学習に関する主題で「デー
タ駆動」という言葉が一般に使われているため，それらと
区別することが一つの理由です．ただ，それ以上に，設計
や解析のプロトコルをデータで駆動する主体は，やはり設
計者や技術者であり，何らかの目的や目標のもとに制御系
を設計するアプローチの一つであることを強調したいため
でもあります．
最後に，お忙しい中にもかかわらず，本特集の解説記
事・事例紹介をご執筆いただいた皆様に深く感謝申し上げ
ます．
 （金子　修　記）
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